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第 58 回小諸市児童生徒新年書初め展
ぼくとわたしの作品 ( 東小学校 )

えんぴつリレー ( 六供区　富岡淳 )

みんなの宝物 ( 高濱虚子記念館 / 古文書調査室 )

五行歌 ( こもろ五行歌の会 )

全国公民館報コンクール『金賞』受賞
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私
に
と
っ
て
、
３
月
は
憂
鬱
で

す
。
あ
ま
り
良
い
思
い
出
も
あ
り

ま
せ
ん
。
進
学
・
進
級
・
就
職
・

決
算
・
転
勤
と
、
な
に
か
と
結
果

を
求
め
ら
れ
ま
す
。
頑
張
っ
た
ふ

う
な
こ
と
を
言
い
、
そ
こ
そ
こ
の

満
足
感
を
漂
わ
せ
な
が
ら
、
前
向

き
な
主
張
を
し
、
波
風
を
立
て
な

い
よ
う
に
、
や
り
過
ご
し
ま
す
。

　
「
♪
梅
は
咲
い
た
か
～
♪
桜
は

ま
だ
か
い
な
～
」
な
ん
て
、
浮
か

れ
て
悠
長
な
気
持
ち
に
は
な
れ
ま

せ
ん
。「
咲
く
」
こ
と
を
突
き
つ

け
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
、痛
い
で
す
。

　
20
代
の
こ
ろ
に
教
え
を
受
け
た

師
が
い
つ
も
言
っ
て
い
た
「
野
の

花
は
誰
も
見
て
い
な
く
と
も
咲
い

て
い
る
。
だ
か
ら
、
た
だ
咲
き
な

さ
い
」
に
救
わ
れ
ま
し
た
。

　

日
陰
に
咲
く
花
も
あ
り
ま
す
、

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
隙
間
か
ら
伸
び

る
草
も
あ
り
ま
す
、
誰
も
訪
れ
な

い
山
奥
で
人
知
れ
ず
咲
く
花
も
あ

り
ま
す
。
き
れ
い
に
咲
く
だ
け
が

咲
き
方
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
び

つ
に
咲
く
花
も
あ
る
、
蕾
の
ま
ま

踏
み
つ
ぶ
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
る
。「
た
だ
咲
き
な
さ
い
」

　
季
節
変
わ
り
、
年
度
替
わ
り
の

３
月
。こ
の
言
葉
を
思
い
出
し
ま
す
。

編
集
委
員　
　
岡
村　
博
文

主催　小諸市・小諸市文化協会
         小諸市文化会館自主事業実行委員会

問小諸市文化会館　☎ 0267-23-8880

【出演種目】
　大浅間火煙太鼓 / 紅浅間緞帳セレモニー
　二十五菩薩来迎会 / 健速奉納舞踊
　正調小室節 / 小諸馬子唄 / 惜別の歌 / なれそ節
   小諸小唄 / 菱野小唄 / 千曲川旅情のうた / 小諸音頭

【展示種目】
　御影道祖神祭 ( 模型・写真ほか )
　小諸八幡宮八朔相撲 ( 化粧回し・のぼり旗ほか )

  第 7 回 

郷土伝統芸能の
つ ど い

入場無料

日 時　3/19 日
               開演 12:30( 開場 12:00)

会 場　小諸市文化会館
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第
58
回
児
童
生
徒
新
年
書
初
め
展

　　
新
年
へ
の
希
望
や
決
意
を
表
現
す
る
こ
と
に
よ
り
、
健
全
な
精
神
の
育
成
と
、
小
諸
の
書
芸
文
化
の
発
展
を
目
的
に
、
本
年
も

児
童
生
徒
新
年
書
初
め
展
を
開
催
し
ま
し
た
。
開
催
日
の
２
月
３
日
㈮
〜
５
日
㈰
の
３
日
間
は
感
染
防
止
対
策
を
行
い
大
勢
の
皆
様

に
鑑
賞
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
は
４
９
７
点
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
作
品
の
中
か
ら
市
長
賞
を
始
め
と
す
る
特
別
賞
に
10
点
、

特
選
に
24
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

落
ち
着
い
た
筆
遣
い
、
伸
び
や
か
で
見
事
な
結
体
、
名
前
と

共
に
美 

し
く
、
格
調
の
高
い
作
品
で
あ
る　

※
結
体
＝
一
字
の
組
み
立
て
方
、
構
成
（
起
筆
、
終
筆
、
折
れ
等
）

力
み
の
な
い
素
朴
な
線
で
、
行
意
を
見
せ
、
明
る
く
、
名
前

も
良
し
、
格
の
高
い
作
品
と
な
っ
た

※
行
意
＝
行
書
を
書
こ
う
と
す
る
意
志

温
和
な
線
と
端
正
な
字
形
に
心
和
む
、
初
春
の
陽
だ
ま
り
の

様
な
暖
か
み
の
あ
る
良
い
作
品
で
あ
る

紙
面
一
杯
に
、
太
く
大
き
く
、
骨
格
も
力
強
く
安
定
感
に

満
ち
、
名
前
が
一
段
と
作
品
を
美
し
く
し
て
い
る

― 

特 

別 
賞 
―

※
作
品
寸
評　
審
査
委
員
長　
成
沢
臨
舟
先
生

小
諸
市
長
賞

小
諸
東
中
学
校　　　　
一
年　　
市
川　　
美
邑

小
諸
市
公
民
館
長
賞

小
諸
市
教
育
長
賞

小
諸
市
議
会
議
長
賞

美
南
ガ
丘
小
学
校　　
六
年　　
大
池　
ひ
か
り

小
諸
東
中
学
校　　　　
二
年　　
青
木　　
彩
和

芦
原
中
学
校　　　　　　
三
年　　
山
浦　　
結
愛

展示会場の様子
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筆
遣
い
の
巧
み
さ
、
行
き
届
い
た
気
配
り
、
真
面
目
な
勉
強

ぶ
り
が
伺
え
る
格
調
高
い
作
品
で
あ
る

一
点
一
画
正
し
い
筆
遣
い
、
丁
寧
に
書
い
て
い
る
姿
が
見
え

る
、
今
後
へ
の
期
待
が
大
で
あ
る

暖
か
み
の
あ
る
柔
ら
か
な
線
で
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
字
形
、

落
ち
着
い
て
ゆ
っ
た
り
と
丁
寧
に
書
け
た

伸
び
や
か
な
線
の
中
に
、
穏
や
か
さ
と
強
さ
あ
り
、
書
初
め

に
ふ
さ
わ
し
い
、
良
い
作
品
で
あ
る

紙
面
か
ら
は
ち
切
れ
そ
う
な
元
気
で
大
胆
で
大
き
な
運
筆

は
、
書
初
め
に
ふ
さ
わ
し
い
堂
々
の
力
作

筆
遣
い
が
丁
寧
で
純
朴
、
伸
び
や
か
な
暖
か
み
の
あ
る
線
で
、

安
定
感
抜
群
の
良
い
作
品
で
あ
る

小
諸
商
工
会
議
所
会
頭
賞

小
諸
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
賞

小
諸
市
青
少
年
育
成
会
連
合
会
長
賞

小
諸
書
芸
連
盟
会
長
賞

小
諸
市
校
長
会
長
賞

小
諸
市
文
化
協
会
長
賞

美
南
ガ
丘
小
学
校　　
三
年　　
大
池　
ひ
い
ろ

水
明
小
学
校　　　　　　
四
年　　
小
山　　
友
里

野
岸
小
学
校　　　　　　
五
年　　
羽
毛
田 

兼
伸

東
小
学
校　　　　　　　　
五
年　　
小
山　　
紗
央

美
南
ガ
丘
小
学
校　　
四
年　　
金
井　　
琉
花

野
岸
小
学
校　　　　　　
六
年　　
栁
沢　　
美
羽

― 

特　
選 

―

千
曲
小
学
校

坂
の
上
小
学
校

東
小
学
校

野
岸
小
学
校

美
南
ガ
丘
小
学
校

千
曲
小
学
校

坂
の
上
小
学
校

野
岸
小
学
校

佐
久
平
浅
間
小
学
校

美
南
ガ
丘
小
学
校

坂
の
上
小
学
校

水
明
小
学
校

野
岸
小
学
校

東
小
学
校

水
明
小
学
校

千
曲
小
学
校

千
曲
小
学
校

浅
間
中
学
校

佐
久
長
聖
高
校
付
属
中
学
校

屋
代
高
校
付
属
中
学
校

芦
原
中
学
校

浅
間
中
学
校

野
沢
中
学
校

小
諸
東
中
学
校

小
野　　　
柚
希

土
屋　　　
陽
奏

細
谷　　
ま
り
か

栁
沢　　　
羽
音

柏
木　　
の
ど
か

林
田　
麻
玲
瑛

望
月　　　
郁
弥

谷
内
田　
悠
翔

小
井
出　
絢
音

小
山　　　
椎
衣

福
田　　　
小
晴

柳
澤　　　
柚
羽

尾
芦　　　
双
芭

小
林　　　
優
奈

清
水　　　
碧
桜

清
水　　　
秋
那

山
浦　　　
虎
雅

大
塚　　　　
舜

長
谷
川　
美
空

三
木　　　　
夢

土
屋　　　
心
音

茂
木　　　
結
衣

石
井　　　
利
空

三
石　　　
結
菜

三
年

三
年

三
年

三
年

四
年

四
年

四
年

四
年

五
年

五
年

五
年

五
年

六
年

六
年

六
年

六
年

六
年

一
年

一
年

一
年

二
年

二
年

三
年

三
年
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東 小 学 校
№ 345

　ぼくのクラス、６年２組では環境学習で地域のゴミ拾いをしています。今年の４月ごろ
にクラスで総合の学習でどんなことをやろうかを話し合った結果、地域のゴミ拾いをするこ
とに決まりました。今、世界は環境がおせんされていて、不快に思う時があります。あまり
にもスケールが大きい日本中や
世界中は無理なので地域のゴミ
拾いをすることになりました。

　初めてゴミ拾いに行った時、なぜ、ここに落ちているの
か分からない物が落ちていたりして、そのことから色々な
ことを考えました。草がたくさんあって分かりづらい所に
ゴミが捨ててあったのは人目につかないからではないかな
ど色々考えました。そして、これからどうしたらゴミが減
るのか考えました。学校周辺のゴミの量を記録し、ポスター
等を使って呼びかけをするなどです。そして、今は学校周
辺のゴミ拾いが終わり、これから呼びかけ等をしていく方
法を考えています。これからもクラスみんなでがんばろう
と思います。がんばるぞー！

「未来を明るく環境学習」
６年２組　　石

いしおか
岡　　涼

りょう
   

「タブレットを使って」
６年３組　　小

こばやし
林　優

ゆ う な
奈

　６年３組は、５年生の時からタブレットの勉強をたくさんしてきました。楽しくタ
イピングの練習をしたり、タブレットのいろいろな機能を先生に教えてもらったりし
ました。これまでの勉強を生かして、今、総合の時間に東小サイトを作っています。
　東小サイトには、おすすめのタイピングサイトや学習サイトをのせました。先生
方に班ごとインタビューをして、
おすすめのサイトを教えてもら

い、クラスで選びました。
　その他にも自分たちでオリジナルの動画やスライドを
作ってのせていきます。私は、歴史クイズとタブレットの
ルールクイズの２つのグループに入っています。２つとも
スライドで作っています。文字だけでなく、イラストもの
せて、楽しくできるように工夫しています。分からないこ
とは、先生に聞いて教えてもらっています。まだ少ししか
進んでいないけど、これから友だちと協力して完成させて
いきたいです。
　６年３組で作った東小サイトをたくさんの人に見てもら
えるとうれしいです。
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御
帰
国
の
時
も
お
迎
え
に
町
は
ず

れ
ま
で
出
掛
け
て
い
ま
す
。
大
名

の
参
勤
交
代
は
勉
強
し
ま
し
た

が
、
参
勤
交
代
の
度
に
町
人
が
送

迎
に
出
て
い
る
こ
と
は
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
助
け
合
い
（
※
資
料
II
）

柏
木
の
小
山
家
文
書
で
す
。

「
い
ろ
は
塾
」
で
最
初
に
勉

強
し
た
文
書
で
す
。

　
明
治
２
年
違
作
で
米
が
取
れ
な

か
っ
た
が
、
上
様
よ
り
お
救
い
の

籾
を
頂
戴
し
、
村
の
身
許
の
良
い

者
が
穀
物
を
出
し
合
い
、
２
月
に

は
小
山
又
四
郎
が
50
俵
の
籾
を
出

し
、
一
人
の
餓
死
者
も
出
す
こ
と

な
く
過
ご
し
た
こ
と
の

藩
へ
の
報
告
書
で
す
。

こ
の
よ
う
に
助
け
合
っ
て
春
を
迎

え
ら
れ
た
こ
と
は
、
明
治
維
新
の

混
乱
期
に
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。

　
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か

「
古
文
書
は
読
め
な
い
。
難

し
そ
う
。」
そ
の
通
り
、

難
し
い
で
す
。
で
も
始
め
て
み
る

と
面
白
く
、
楽
し
い
で
す
。
私
達

が
勉
強
し
て
い
る
所
を
見
に
来
て

く
だ
さ
い
。

　
広
報
こ
も
ろ
３
月
号
に
募
集
要

項
が
載
っ
て
い
ま
す
。

「
古
文
書
は
楽
し
い
」

六
供
区 　

 

富
岡　
淳

　
古
文
書
教
室

古
文
書
調
査
室
の
中
に
平
成

26
年
に
初
級
の
「
い
ろ
は

塾
」、
翌
年
中
級
の
「
ほ
へ
と
塾
」

が
、
斎
藤
洋
一
先
生
指
導
の
も
と

に
開
講
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
２
年

に
自
主
的
勉
強
サ
ー
ク
ル
「
木
曜

会
」
も
開
か
れ
て
い
ま
す
。
指
導

の
先
生
は
、
小
須
田
基
弘
先
生
、

市
川
包
雄
先
生
に
変
わ
っ
て
い
ま

す
。

　
私
は
平
成
30
年
に
「
い
ろ
は
塾
」

に
入
り
、
現
在
は
「
ほ
へ
と
塾
」

と「
木
曜
会
」で
勉
強
し
て
い
ま
す
。

　
水
害・戌
の
満
水
（
※
資
料
Ⅰ
）

本
町
の
塩
川
家
文
書
で
す
。

寛
保
２
年
の
災
害
に
つ
い

て
の
藩
へ
の
報
告
書
で
す
。
流
失

家
２
３
６
軒
、
流
死
者
３
９
７
人
、

流
死
馬
14
頭
、
そ
の
他
田
畑
の
流

失
が
詳
細
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
様
な
大
災
害
に
も
か
か
わ

ら
ず
寛
保
３
年
の
正
月
に
は
12
人

が
伊
勢
参
り
に
出
か
け
て
お
り
ま

す
。
そ
の
後
、
藩

の
林
か
ら
の
材
木

の
切
り
出
し
の
願

い
を
出
し
復
興
工

事
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。

　
参
勤
交
代

元
文
３
年
、
殿

様
御
駕
出
達

に
本
町
の
庄
屋
、

問
屋
、
年
寄
等
約

20
人
が
町
は
ず
れ

ま
で
見
送
り
に
出

て
い
ま
す
。
ま
た
、

元
文
４
年
の
殿
様

※資料Ⅰ

※資料Ⅱ

公民館登録団体　小諸太極拳同好会

太極拳講習会
身体感覚を養い、内面を考えながら動くことが血行促進・健康増進につな
がります！太極拳の身体の使い方を学ぶことで膝痛・腰痛が改善します。
運動が苦手な方や体力に自信がない方も気軽にご参加ください。

① 3/19 ㈰ 10:00 ～ 12:00　
　　　小諸市市民交流センター　会議室３

② 3/31 ㈮ 19:00 ～ 20:45
　　　小諸市文化センター　２階軽運動室

【持ち物】底の薄い上履き、飲み物
             敷物 ( ヨガマットなど )

【服　装】動きやすい服装

問大木　070-4814-5068

無料

№167
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小
諸
義
塾
は
各
界
で
活
躍
し
た
多
く
の
人

材
を
輩
出
し
ま
し
た
が
、
俳
壇
で
活
躍
し
た

の
が
、
高
濱
虚
子
に
も
師
事
し
た
臼
田
亜
浪

で
す
。

　
本
名
臼
田
卯
一
郎
、
別
号
に
一
兎
、
石
楠
、

北
山
南
水
楼
が
あ
り
ま
す
。
明
治
12
年
2
月

1
日
、
小
諸
市
新
町
（
旧
小
諸
町
新
町
）
に

生
ま
れ
、
小
諸
義
塾
に
学
び
、
同
29
年
に
上

京
。
苦
学
の
末
、
同
37
年
に
和
仏
法
律
学
校

（
現
法
政
大
学
の
前
身
）
を
卒
業
し
ま
し
た
。

卒
業
後
は
新
聞
記
者
と
な
り
、42
年
に
は「
や

ま
と
新
聞
」
の
編
集
長
と
な
り
ま
し
た
。

　
俳
句
は
16
歳
ご
ろ
よ
り
一
兎
と
号
し
て
句

作
を
始
め
、明
治
20
年
頃
正
岡
子
規
を
知
り
、

日
本
派
の
句
風
に
親
し
み
ま
し
た
。
高
濱
虚

子
に
も
添
削
を
受
け
、
句
作
に
一
層
励
む
よ

み
ん
な
の
宝
物

【開館時間】9:00 ～ 17:00
【休館日】水曜日

　　　　（祝祭日にあたる場合は翌日）
　　　　※ 12 ～ 3 月は冬期休館
問高濱虚子記念館　☎ 0267-26-3010
※冬期休館中は小諸市役所文化財・生涯学習課
　　　　　　　　　 ☎ 0267-22-1700

問 
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高
濱
虚
子
記
念
館

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
大
正
３
年
、
大
須
賀
乙
字
と
石
楠
社
を
創

立
、翌
年
俳
誌
「
石
楠
」
を
創
刊
し
ま
し
た
。

　
以
後
、
自
然
の
中
に
こ
そ
真
の
俳
句
が
あ

る
と
唱
え
、「
句
作
の
態
度
は
ま
こ
と
に
あ

る
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
俳
壇
の
多
く
の
門
人

を
指
導
し
ま
し
た
。
一
時
は
「
石
楠
」
は
高

濱
虚
子
の
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
と
肩
を
並
べ
る

ほ
ど
に
成
長
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
新
た
に
名
古
屋
新
聞
、
新
潟
毎
日

新
聞
、
信
濃
毎
日
新
聞
等
の
俳
壇
も
担
当
し

ま
し
た
。
旅
人
亜
浪
と
称
さ
れ
、
自
然
を
愛

し
訪
れ
た
多
く
の
地
で
指
導
し
、
ま
た
俳
句

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
昭
和
３
年
と
10
年
に
は
朝
鮮
や
満
州
に
も

渡
り
、
多
く
の
句
作
に
励
み
、
同
15
年
日
本

俳
句
作
家
協
会
設
立
役
員
と
な
り
ま
し
た
。

　
昭
和
26
年
11
月
10
日
、
３
度
目
の
脳
溢
血

発
作
を
起
こ
し
、
72

歳
の
生
涯
を
終
え
ま

し
た
。

　

現
在
小
諸
市
内
に

は
、「
ふ
る
さ
と
は
山

路
が
か
り
に
秋
の
暮

れ
」「
郭
公
や
薬
師
立

た
せ
る
山
の
霧
」
等

の
代
表
句
の
句
碑
が

あ
り
ま
す
。

古
文
書
調
査
室

　
江
戸
時
代
は
庶
民
が
寺
社
参
り
な
ど
の
旅

に
、
比
較
的
自
由
に
出
か
け
る
こ
と
が
で
き

る
時
代
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
わ
く
わ
く
す

る
旅
の
楽
し
さ
は
昔
も
今
も
変
わ
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
歩
く
こ
と
が
中
心
で
あ
っ
た
江

戸
時
代
に
は
、
旅
の
途
中
で
病
気
に
な
っ
た

り
、
死
ん
で
し
ま
っ
た
り
す
る
危
険
は
、
今

以
上
に
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
芝
生
田
村
文
書
の
中
に
は
、
そ
ん
な
江
戸

時
代
の
旅
人
の
苦
し
さ
や
周
り
の
人
々
の
対

応
の
様
子
な
ど
が
わ
か
る
も
の
が
い
く
つ
か

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
安
政
２
年
（
１
８
５
５
）
５
月
に
伊
勢
国

松
坂
に
住
ん
で
い
る
辰
吉
と
い
う
人
と
芝
生

田
村
役
人
か
ら
小
諸
藩
に
あ
て
た
文
書
が
あ

り
ま
す
。（
写
真
）

　
辰
吉
は
諸
国
の
大
社
を
巡
拝
し
よ
う
と
正

月
に
国
元
を
出
発
し
て
小
諸
の
市
町
ま
で

や
っ
て
来
て
一
泊
。
そ
し
て
出
発
し
よ
う
と

し
た
と
こ
ろ
女
房
の
具
合
が
悪
く
な
り
、
芝

生
田
の
辺
り
を
通
り
か
か
っ
た
こ
ろ
に
病
気

が
重
く
な
っ
て
、
医
者
に
も
み
て
も
ら
っ
た

が
良
く
な
り
ま
せ
ん
。
何
と
か
自
分
た
ち
は

国
元
ま
で
帰
り
た
い
の
で
、
そ
の
手
配
を
お

願
い
し
た
い
、
と
嘆
願
。

　
そ
れ
を
受
け
て
芝
生
田
村
役
人
は
そ
の
旨

を
書
き
添
え
、
藩
に
提
出
し
ま
す
。
こ
の
結

果
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
お
そ
ら
く
藩
の
方

で
許
可
し
、
村
の
手
配
で
辰
吉
の
女
房
を
駕

籠
に
乗
せ
る
な
ど
し
、
出
身
地
の
伊
勢
国
ま

で
送
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
当
時
の
幕
府
か
ら
の
お
触
れ
で
は
、
行
倒

れ
た
旅
人
に
は
宿
を
与
え
た
り
、
医
者
に
み

せ
た
り
薬
を
与
え
た
り
し
て
、
村
々
で
は
手

厚
く
対
応
し
な
さ
い
、と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

旅
人
が
苦
し
ま
な
い
よ
う
、
困
っ
た
ら
助
け

よ
う
、
そ
う
い
っ
た
人
々
の
温
か
い
気
持
ち

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
昔
の
人
々
の
動
き
を
知
る
こ

と
の
で
き
る
古
文
書
を
大
切
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

「
郷
土
の
俳
人
　
臼
田
亜
浪
」

「『
乍
お
そ
れ
な
が
ら

恐
』
の
願
い
書
」

　
　
（
行
倒
れ
人
を
助
け
た
い
・
芝
生
田
村
文
書
）
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小諸市公民館の休館日は、祝日の翌日と年末年始です。開館時間は、午前 9時です。

「『公民館報こもろ』再び金賞を受賞」の報に、編集委員一同
喜びを分かち合いました。

　良い評価をいただけたのは、原稿を寄せてくださる市民の
皆様のお陰です。受賞に恥じぬよう一同の知識と情熱を寄せ
合って、より良い紙面作りに励んでまいります。

　　　公民館報編集委員一同

施設名 利用月 予約開始日

公民館・こもろ女性の家（貸出備品含む） 令和５年５月
令和５年３月１日㈬乙女湖体育館 令和５年９月

文 化 会 館 令和６年３月

各施設の予約開始日

こ
も
ろ
五
行
歌
の
会

甘
利　
滋
子

●
源
流
は

　
一
滴
の
雨

　
山
野
を
駆
け
下
る

　
小
川
が
大
河
に

　
延
々
と
日
本
海
へ

田
沼　
邦
夫

●
右
目
で
見
る
像
が

　
歪
ん
で
い
る

　
ピ
シ
ッ
と
張
っ
た

　
ギ
タ
ー
の
弦
が

　
ぐ
に
ゃ
ぐ
に
ゃ

大
池　
佳
子

●
車
窓
を
開
け
て

　
「
雨
の
に
お
い
っ
て

　
わ
か
る
？
」

　
少
女
の
言
葉
は

　
そ
の
ま
ま
詩
に
な
る

井
出　
正
子

●
コ
ロ
ナ
で
な
け
れ
ば

　
手
を
握
っ
て
や
り
た
か
っ
た

　
80
歳
に
な
っ
て
の

　
息
子
さ
ん
の
訃
報

　
暑
い
ね
～
で
終
わ
っ
た荻

原　
葉
子

●
私
マ
ス
ク
作
っ
た
よ

　
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な

　
ひ
と
針　
ひ
と
針

　
な
ん
と　
ぶ
き
っ
ち
ょ
な

　
あ
の
娘
が

柏
木
ひ
ろ
み

●
近
所
の
お
稲
荷
さ
ん
に

　
初
詣

　
家
族
三
世
代
９
人

　
凍
っ
た
道
を

　
ガ
ヤ
ガ
ヤ
歩
く

「こんにちは」文化センターです！

全国公民館報コンクール　２回連続

令和 5 年 4 月から、
公民館・こもろ女性の家・乙女湖体育館・文化会館の

　　　　　予約開始日を統一します。

文化センターからのお知らせ

　全国公民館連合会の主催する「第 9 回全国公民館報コンクール」
で前回に引き続き金賞を受賞しました。

最高賞の 金賞 受賞!!


